
平成２５年度 AT AAC 研究会活動報告 

高塚健二 

今年度も AAC に関する教材の製作講座を中心に、AAC（拡大代替コミュニケーション）

と AT（アシスティブテクノロジー）の研究を行った。この製作講座は都立江戸川特別支援

学校を会場に平成 23 からは年間、数回行っている。また近隣の都立小岩特別支援学校やそ

の他の特別支援学校の教員も遠方から、はるばる参加することも珍しくなくなった。この

製作講座は半田ごてを使うので、製作方法のコツが必要だが、製作の補助を担当する教員

が毎回、4 名〜5 名いるので、初心者でも最後まで完成させることができる。また完成させ

た教材は翌日からすぐ、利用でき、授業や学校生活で使用してみた効果のフィードバック

をすぐに確かめることができるので、参加した教員には好評である。 

第 1 回スイッチ製作講座  

平成２５年５月 2 日（金）開催（参加者は 22 名） 

会場：都立江戸川特別支援学校 会議室 

 

平日の勤務時間終了後に製作講

座を行っているので、参加者はそ

れぞれ、仕事や会議等で、全員一

斉の時間に始めるのは難しい。作

る時間がない教員は材料だけ買

い取って、後で個人的に作る場合

もある。 

それだけ、校内にハンダ付けのや

り方に慣れた教員が増えてきた

と感じる。製作マニュルさえ、し

っかりしていれば、あとは教員自

身で製作できるようになった。 

自分は作らず製作補助にまわる教員が私含めて 5 名になったので、かなり作業効率がよく

なった。いつも学校の会議室でやっているが、近くに技術室があるので穴あけ用の工具が

充実していて便利である。  

 

 

 



夏期（第 2 回）スイッチ講座開催  

平成２５年８月５日（月）開催（参加者２０名） 

会場：都立江戸川特別支援学校 会議室 

 

作ったものは棒スイッチ、おむすびケース VOCA、押しボタン

スイッチ、BD アダプタ、iPhone 用リモコンカメラシャッター

の改造等であった。夏季休業中の勤務時間内での開催というこ

とで、普段、勤務時間外には参加しづらい教員も参加できて好

評であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回スイッチ製作講座  

平成２５年１２月６日（金）開催（参加者１７名） 

会場：都立江戸川特別支援学校 技術室 

 

この講座では、いつもの製作教材に加え、新たにガシャポンケースに振動モーターを入れ、

傾けると振動するオモチャ（Sindows-Ball）も製作メニューに入れた。持ったものが直接振

動するので,自ら働きかけた行動のフィードバックが

直接戻ってくる教材として、とても教育的な効果があ

ったようである。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



スイッチ製作講座で作った教材の活用 
  

光るミニ扇風機にＢＤアダプタを差込み、スイッチ操作 

 

光る扇風機の電池 BOX に長細い銅板で作った BD アダプタを

突っ込みスイッチ操作可能にした。障害特性として、見えづ

らさのある重度重複障害の子どもにとって、きれいに光るこ

とと、風があたることで、とても視認しやすい教材となる。

また、子どもが見るだけでなく自分でスイッチを押して能動

的に関わることができる。スイッチで動くことの因果関係を

知る経験をするためにはよい教材である。 

 

 

 

 

 

誕生ケーキのろうそくの火を扇風機のスイッチ操作で

消す教材 

 

学年の誕生会でお誕生月の子どもにスイッチ操作でロウソ

クの火を消してもらった。 

自分でろうそくの火を息で吹き消すことが難しい子どもが、

この教材を利用して自分で消すことができる。自分でできた

ときに、みんなから拍手や賞賛を受けることで、よりお誕生

会の主役としての意識を持つことができる。 

 

 

お酌をするロボット型おもちゃ（シャクラ

イ君）を利用してスイッチ操作でくす球を

割る。 

 

お酌をするロボット型おもちゃにスイッチジ

ャックを取り付け、外部スイッチで操作でき

るようにしてある。お酌する力を利用して、

スイッチ操作でお誕生会のくす玉を割った。

くす玉の紐を自分で引くことができない子ど

もでも、これを使えば、小さな手の動きでも、くす玉を割ることができた。 



おにぎりケース型ＶＯＣＡを外部スイッチで操作 

重度重複障害学級の「みるきく」 の 授

業の終わりと始まりに VOCA を使って

いる。自ら発声することが難しい子ども

が自分でスイッチを押し、挨拶の号令を

かけることができる。授業では受け身に

なりがちな子どもが、自らの行動で授業

に参加し、集団にはたらきかけることが

できるという点で、大事な経験を積み重

ねることができる。 

 

 

 

Bluetooth キーボードにスイッチジャックを取り付ける改造 

iPad などのタブレッ

ト 型 携 帯 端 末 は 様 々

な 特 別 支 援 教 育 の 現

場 で 活 用 さ れ 効 果 を

あ げ て い る 。 し か し

肢 体 不 自 由 特 別 支 援

学 校 で は 、 手 に 麻 痺

があり指で直接触れて操作できない子どもがいる。そ

の場合でも外部スイッチでタブレット型携帯端

末を操作できるアプリケーションがある。一例

では「トーキングエイド for iPad（(株)ユープラ

ス）」というものがある。音声言語によるコミュ

ニケーションが困難な方のためのコミュニケー

ションアプリで、基本的に指で操作するが、手

の不自由な方も外部スイッチを用いてスキャン

操 作 で 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 市 販 の

Bluetooth キーボードを改造し、スイッチジャ

ックを取り付けることで、外部スイッチで操作できるようにしてみた。スイッチ操作がで

きるアプリとしては「SoundingBoard（ablenet 社）」、「Switch Accessible Puzzles（Judy 

Lynn Software, Inc.）」等もある。 

 

 



   

肢体不自由教育に特化した自作シンボルの活用 

 

ここ数年、特別支援学校の教員が作成したシンボルが特別支

援教育、就学前の療育、障害を持つ子の家庭等で多く活用さ

れるようになっている。（例 drops シンボル、 bo-symbol

等）これらのシンボルは肢体不自由特別支援学校でも使われ

ているが、肢体自由教育に特化したシンボルはあまり見かけ

ることがなかった。そこで flash というアニメーション作成

ソフトを使い、自分で作ることにした。2011 年頃から作成

を開始し、2014 年 4 月現在 220 個になっている。これは

国立特別支援教育総合研究所の i ライブラリー

http://forum.nise.go.jp/ilibrary/htdocs/?page_id=161 

に収められ、自由にダウンロードして使用できる。また高塚個人のホームページ 

http://tukatuk20031.jimdo.com/  

にもまとめてあるので、一括ダウンロードして使用することが可能である。 

 

活用事例 

進路情報のイラスト               進路事前学習のパワーポイント資料 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

ボッチャ教室のチラシのイラスト        学校公開のお知らせのイラスト 


